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１． はじめに 
福井高専は平成 17 年度から入学試験に「工学基礎コース」枠(定員 40 名)を設けている。この
コースは、入学時に決めた学科を第 2 学年進級時に志望と成績によって変わることができる。第
1 学年は、従来の 5 学科募集枠(定員 160 名)で入学した学生の混合学級 4 クラス(F1～F4 クラス)
と「工学基礎コース」1クラス(F5 クラス、F5 も混合クラスである)の 5クラス編成である。 
第 1 学年では、「ものづくり科学」、「コンピュータ科学入門」、「製図」の 3科目の専門科目を履
修する。「コンピュータ科学入門」は通年 2単位であり、 
・情報リテラシー、情報社会について学ぶ。 
・コンピュータの仕組みと動作原理及び情報の処理と技術についての概要を学習する。 
・コンピュータ及びネットワークを利用するために基礎となる知識を学び、情報セキュリティ
ポリシーに関して理解できるようにする。 
を授業目標に掲げている。平成 18 年度は著者の 5 人が担当している(大久保は前期のみ、原田は
後期のみ担当)。 
本稿では、平成 18 年度における「コンピュータ科学入門」の学習内容の概要を前半で述べ、後
半では総合情報処理センター(以下、センター)を利用した演習の取り組みを紹介する。 
 
２．「コンピュータ科学入門」の学習内容 
コンピュータ科学入門は、科目担当教員が共同で作成した授業教材、課題教材を使って進めて
いる。また、前期と後期の開始前には授業の進め方と演習の持ち方について綿密な打合せを行っ
ている。また、中間テストのまとめの期間中や演習課題の進行中などに適宜、授業と演習課題の
進行状況の確認や調整などを行っている。以下に授業の概要を説明する。 
(1) 導入段階においては、始めに情報リテラシーとは何かについて学ぶ。次に「情報セキュリテ
ィ全校マニュアル」に基づいて情報セキュリティの重要性を理解する。 
(2) コンピュータの基礎知識の学習では、コンピュータの歴史、コンピュータの働き、その仕組
み、コンピュータの基本構成、ハードウェアとソフトウェア、基本ソフトと応用ソフト、プ
ログラムとは何かなど、基本的なことがらを学ぶ。 
(3) 情報化社会とネットワークの学習では、コミュニケーションの変遷、コンピュータネットワ
ークやインターネットの基礎、インターネットの各種サービスなどについて学ぶ。 
(4) 文書処理の学習では、文書処理ソフトを使っての文書処理の目的・意義、ワープロソフトの
歴史、テキストエディタとワープロソフトとの違いなどを学習する。 
(5) 表計算処理の学習では、表やグラフを作成し、活用する目的と意義を学ぶ。 
(6) プレゼンテーションに関する学習では、「効果的なプレゼンテーション技術の習得」というね
らいのもとに、プレゼンテーションの目的、よいプレゼンテーションの仕方、よいプレゼン
テーションのためのスライドの作成と発表について学ぶ。 
(7) WWW による情報発信では、WWW の歴史、WWW の仕組み、WWW サーバ、Web ブラウ
ザ、Web文書などの基礎概念、ハイパーリンクとその概念、URL、Web文書の構造、HTML
などについて学ぶ。 
(8) ハードウェアとデータ表現では、情報のデジタル表現、10進数とは、2進数・8進数・16進
数とは、10進数から 2(8・16)進数への変換、2(8・16)進数から 10進数への変換、2進数から
8(16)進数への変換及びその逆変換、文字コードなどを学ぶ。 
(9) アルゴリズム入門では、アルゴリズムとは、よいアルゴリズム、プログラムとプログラミン
グ言語、フローチャートとは、フローチャートの作成、フローチャートの検証などを学び、
実際に流れ図の作成を行う。 
演習課題は講義内容と関連付けて、アプリケーションソフトを活用しての作品づくりなどを行
っている。また、演習課題の制作等においては企画書・計画書や作業報告書などを作成し、提出
させている。 
 
３．センターでの演習利用 
３．１ センター利用の導入 
 センターの利用について「教育用電子計算機システム利用の手引き」、「情報セキュリティ全校
マニュアル」に基づき説明する。その後で、パソコンの基本操作、ファイルの扱いなどを習得す
る。次に、Web検索を試し、キーボードのタイピング練習に時間を割いた。また、「ＦＮＣＴWeb
メール利用説明書」で電子メールの利用説明をした後、電子メールの基本操作練習を行った。 
 
３．２ 文書処理演習：名刺の作成と数式の表現(Microsoft Word) 
文書処理演習の始めに、べた原稿のサンプル文書を、フォント種別の変更、フォント・サイズ
の変更、レイアウト設定、クリップアートの挿入、絵の貼り付けなど基本的な操作を学ぶ。二つ
目の演習の前には、練習課題で数式エディタを使って数式の表現を理解する。 
最初の演習テーマは「自分の名刺を作る」である。指定された名刺の外枠の大きさの中に、自
由なスタイルで、ユニークなもの、オリジナリティのある作品作りを喚起している。演習作品の
提出後には、クラス内で公開し、各自が作品を評価し優秀作品を投票するという学生による評価
を取り入れている。 
二つ目の演習テーマは、「数式を数式エディタで表す」である。課題で提示された文書をコピー
タイピングし、文書内に埋め込まれた数式を数式エディタで表すという内容である。数式エディ
タでさまざまな式が記述できることを実感することをねらいとしているので、演習の中には未習
の式記号もいくつか含んでいる。 
 
３．３ 表計算処理：天気データの表作成とグラフ表現(Microsoft Excel) 
表計算処理演習の始めに、簡単なデータ例や近県の人口と面積のデータを用いてセルへのデー
タ入力、セルのコピー、移動、簡単な計算処理など表計算ソフトの基本操作を学ぶ。後半の演習
前には、練習課題を用いてグラフ作成の基礎を学ぶ。 
前半の演習テーマは、資料で配布されたある月の天気データ（今年度は 2006 年 1 月の福井の
天気、最高気温、最低気温、降水量の天気データ）を参照し、天気データの表を作成する。演習
では、条件つき書式の設定や平均値、最大値、最小値の算出など初歩の統計処理、条件に合致し
た日数を求める（例えば、晴れ・曇り・雨、それぞれの合計日数を求める）など基本的な関数を
利用してのデータ処理を含んでいる。 
後半の演習テーマは、先に作成した天気データの表を用いて、天気状況、気温の変化、降水量
の変化などについてグラフで表現する。グラフの表現に使うグラフの種類は、見やすく、分かり
やすいグラフ表現を目指して、各自で選択させている。 
 
３．４ プレゼンテーション演習：ものづくりの発展・歴史(Microsoft PowerPoint、他) 
ここでの演習のねらいは、プレゼンテーション能力の育成である。演習テーマは、1班 3人(ク
ラスの人数により 1班だけ 4人編成)で「工学分野におけるものづくりの発展またはものづくりの
歴史」という大きな主題のもとに、各班が発表タイトルを設定し、プレゼンテーションに必要な
プレゼンテーション・スライドを作成し、最後にプレゼンテーション発表を行う。 
プレゼンテーションのスライドは、表紙、グループ名とメンバー一覧、発表タイトルを選んだ
理由・主張、ものづくりの発展(歴史)、考察（グループ内でのまとめ）、グループとしての感想・
個人の感想、参考文献から基本的に構成されるものとした。オリジナリティを発揮させるために、
プレゼンテーションン・スライドに挿入する図や絵、表グラフは手作りとすることを強調してい
る。 
各班、発表テーマの決定とそれを選んだ理由、調査すべき内容や発表の大枠の検討などから始
め、演習の第 2 週目の始めの部分で、プレゼンテーション・ツールの操作の概要を学び、操作の
練習を行った。講義と操作の練習などを含む 4 週（4 コマ）の間で、プレゼンテーションのため
の企画と調査および資料収集、プレゼンテーション・スライドの作成、発表原稿の作成、プレゼ
ンテーションの練習などを行った。 
第 5週目の授業時間で、各クラスで一班 5分の発表時間、質疑応答 1分の持ち時間で発表会を
開いた。発表会での司会と計時は希望者が分担して担当した。各班のプレゼンテーション発表に
対して一人ひとりが、内容の分かりやすさ、スライドの見やすさ、話し方の速さ、身振りなどの
活用度、ペースと時間厳守、総合評価（好感度）の 6項目について 3段階で自班の発表を除いて
評価した。 
発表日の前日までに、各班が企画書・計画書、作業分担、作業報告、スライドのデザイン(レイ
アウト構成の概要図)、プレゼンテーション・スライドの印刷出力、発表用原稿、参考文献・資料・
参考にしたＵＲＬなどを記述した報告書文書を提出した。また、発表日の翌日に、各自がプレゼ
ンテーション演習で学んだこと、分からなかったこと、分かったこと、感想などをプレゼンテー
ション・スライドの形にまとめて提出した。 
表１に各クラスにおける発表タイトルの一覧を示す。 
 
３．５ Web ページ制作演習：地域・地元の紹介(秀丸エディタ、Mozilla Firefox、他) 
 演習の導入部で、2ページからなる自己紹介Web文書を作成し、HTMLタグの使い方、ページ
のリンク、絵の挿入などを習得した。Web 文書の作成と HTML タグの入力には、秀丸エディタ
を用いた。情報発信能力の育成をねらいに、テーマを各自が生まれ育った地元(地域)についてサブ
テーマを自由に設定して、それを紹介する Web ページ作成に決めた。制作した Web ページは、
学外への公開はしないが、著作権などを十分に考慮して作成することに配慮した。 
 WWW による情報発信の授業コマを含む 3.5 回の授業コマと中間まとめの 50 分の時間を使っ
て、webページ制作の演習を行った。クラス全員のWebページ作品が閲覧できる準備を整えた後
に、授業時間内で各自がクラス学生の作品を閲覧し、作品を評価して、よい作品を投票した。 
 表２.１～２.２に各クラスにおけるWebページ作品のタイトル一覧を示す。 
 
４．おわりに 
昨年度のプレゼンテーション演習の課題テーマは「地元(地域)の紹介」であり、1班 4人編成で
取り組んだ。班のメンバーそれぞれ出身地が異なるため、地元(地域)をどこに定め、何をプレゼン
テーションするか絞りきるのに苦労した。また、昨年度の Web ページ制作演習の課題テーマは、
「ものづくりの歴史・発展」であり、1班５人編成で取り組んだ。5人で協同して課題作品作りを
行ったが、役割分担をうまくやりながら、協調して作業を進めるのが難しいようであった。 
これらを踏まえて、今年度は、プレゼンテーション演習の課題テーマを「工学分野におけるも
のづくりの歴史・発展」とし、1班 3人編成で行った。一方、Webページ制作演習の課題テーマ
を「地元(地域)の紹介」を個人で制作する演習とした。 
プレゼン演習では、F1-１班「History of Denchi」、F1-6班「クローン技術について」、F4-12
班「橋の発展」がテーマに対する着眼点がユニークなものとしてあげられる。また、F1～F5 の
どのクラスでも発表テーマに複数取り上げられたのが、テレビに関すること、携帯電話・電話に
関すること、自動車に関すること、ロボットに関することであった。テレビの地上デジタル放送
と液晶テレビの話題が多いこと、誰もが携帯電話を所有していること、福井県内の生活で自動車
が欠かせないこと、高専ロボコンをはじめとしてロボットが注目を集めていることなどが反映し
ているものと思われる。 
Web ページ制作演習では、F1～F5 の学生それぞれが地元・地域の観光、特産品、産業、歴史
などさまざまな視点から個性あるWebページ制作に励んだ。外部には公開しないということであ
ったが、著作権にふれない３つの作品を勝山市で開催された高校生ホームページコンテストに応
募した。来年度もこのコンテストが開催されるならば、課題作品の制作目標にコンテストへの応
募を入れることも考えている。 
 センターを利用しないその他の演習にも触れておく。前期は、情報セキュリティの授業のなか
で、情報セキュリティに関するニュースを探し、ニュースソース、その記事に関する意見、感想
をレポートで提出する課題を課している。後期は、アルゴリズム入門の学習で課題問題について
処理手順を考え、それを流れ図に描き、検証する課題を課している。 
 本稿では、第 1 学年が履修する「コンピュータ科学入門」での授業概要と演習内容の紹介にと
どまった。別の機会に、授業及び演習の評価と分析を行った結果を報告したいと考えている。 
 
 
 
表１ プレゼンテーション演習 発表テーマ一覧 F1 発 表 タ イ ト ル 
１班 History of Denchi 
２ 日本の潜水艦 使われ方の歴史 
３ 携帯電話の歴史 
４ TVの歴史 
５ ２足歩行ロボットの発展 
６ クローン技術について 
７ 機械時計の発展 
８ でんしれんじの歴史 
９ テレビのおはなし 
１０ 音楽記憶装置の歴史 
１１ タイヤの歴史 
１２ 通信回線の発展(インターネット回線) 
１３ 造船の歴史 
１３ テレビの歴史 ～テレビ技術の発展～ 
１４ 携帯の歴史 機能の変遷 F2 発 表 タ イ ト ル 
１班 三種の神器 家電の歴史
２ 洗濯機の発展 
３ History of clock
４ 電話の歴史 
５ ロボットの発展と歴史 
６ 自転車の発展と歴史 
７ 眼鏡の歴史 
８ 自動車の発展と歴史 
９ ヒューマノイドロボット 発展と歴史 
１０ 車の歴史と発展 ～人類の通り道～ 
１１ 車の歴史 
１２ 人造人間進化論 ロボットの歴史 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 １３ テレビの歴史 
 F3  発 表 タ イ ト ル 
１班 アンテナの発展 
２ 人工衛星の歴史 
３ 時計の誕生と発展 ～自然のリズム～ 
４ 眼鏡の歴史 
５ テレビの発展 
６ 洗濯機の歴史 
７ ロケットの歴史 
８ 携帯電話の発展 
９ 携帯電話の発展 
１０ 家庭用電話の歴史 
１１ 時計の歴史 ～進化する時計～ 
１２ 車の発展  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
F4 発 表 タ イ ト ル 
１班 オートバイの歴史
２ 携帯電話の歴史 
３ 自動車発展の歴史 
４ 電話の歴史 
５ 洗濯機の歴史 
６ オペレーティングシステムWindowsの歴史 
７ テレビの歴史について 
８ ロボットの発展 
９ 自動車の歴史 
１０ 飛行機の歴史 
１１ 自動車の歴史 
１２ ％★橋の発展★％  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
１３ ロボットの発展 F5  発 表 タ イ ト ル 
１班 ロボットの発展 二足歩行ロボットの進化
２ ものづくりの発展 飛行機の発展 
３ リニアモータカーについて 
４ 電話の歴史 
５ 自動車の歴史 
６ 新幹線の発展における栄光と挫折 
７ テレビ放送について 
８ トヨタのハイブリッドカーの発展 
９ 船の歴史 
１０ ラジオの歴史 
１１ コンピュータの発展 
１２ ＯＳの歴史(Windows) 
１３ 自転車の歴史  
 
 
表２.１ Webページ制作演習 タイトル一覧 
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かりの歴史人物 
の里とその周り－ 
私たちが生きる場所 
市について 
の桜並木 
市 
丸岡 
とてものどかな所 
市 
学校の紹介 
業高等専門学校 
について 
道  タイトル[F2クラス]
山のひとつ文殊山
の産業・観光地 
について 
伝統産業 
の紹介 
について 
の紹介 
の紹介 
町～丸岡～ 
大津市 
の紹介 
市の紹介 
紹介 鯖江市の漆器産業 
名でもない・・プチ観光地
光地紹介 
田縞 
泉の紹介 
特産物について 
について 
内は田舎なんですか 
 
越前市について 
枚方市 
特産、観光情報 
について 
の紹介 
ざる高浜町 
の紹介 
余呉町 
町の紹介 
紹介 
の観光地 
の観光地 
ve in SABAE!!
Ａ・Ｉ・ＫＯ響 
武生～首斬地蔵～ 
の町鯖江の紹介 大野市タイトル[F3クラス] 
について 
の紹介 
ら市の概要と行事～ 
楽しさ 
 
 
雑学 
町河野地区の古き言葉 
 
 人 
こっさ 
 
の紹介 
るさと 春江 
 
 
 ～歴史のある町～ 
町 
ーメン 
紹介 
 
そ福井市 
を紹介 
生まれ育った町 坂井町 
今立紹介 
介 
口 坂の口 
中心(だったかもしれない)「味真野」 
そ あわら市 
百選：名水と朝市のまち大野 
が越前市！！ 
紹介＞永平寺町 
 
紹介 
  
表２.２ Webページ制作演習 タイトル一覧 
タイトル[F4クラス] 
清水町紹介
ようこそ今立町 
地元の紹介「三国」 
河和田の紹介 
越前市 
四季実感 勝山 
越前竹人形の里について 
福井市紹介 
味真野 
僕の通学路：自宅～越前花堂駅 
鷹巣のいいところ 
虎姫町の紹介 
気比の松原 
地元紹介～鯖江～ 
自然写真館 
古墳などについて 
今庄特産品 
丸岡 
めがねの町“鯖江” 
南条町の紹介 
福井市種池町の魅力 
福井県の紹介 
鯖江の産業 紹介 
ようこそ東近江市へ 
あわら市の温泉 
鯖江の有名な産業 
丸岡城 
The future of Fukui 
MY FAVORITE TOWN FUKUI
わが町桃太郎 
Town Fukui Where I was born
敦賀市の紹介 
越前市の紹介 
越前市の紹介 
「不死鳥のまち」福井市 
彦根市を紹介するのだ 
～福井県坂井市坂井町の紹介～ 
あそうず 
東尋坊について 
＜福井の観光地＞ 
タイトル[F5クラス]
ええとこ、永平寺
福井市の紹介～福井市の観光名所～
私が住んでいる地域 戸谷町について
越前和紙 
僕の住む地域 越前市 
四近所紹介 足羽山公園・運動公園
越前市の施設について 
越前武生観光 
～地域紹介～ 文殊地区 
地区の記念碑について 
MTBX×FUKUI MTBでめぐる福井の穴場 
地域の紹介 越前市 
滋賀の紹介 ～琵琶湖＆彦根城～
新しくなった福井駅 
近江八幡市 祭りと観光地 
越前東郷 ～おつくねの町～ 
伝統が残る町～越前市～ 
菊とハイテクの街～武生～ 
鯖江市紹介 
輝く都市金沢 
美浜町について 
旧今立町について 
地域紹介、あわら市 
わが町 武生の観光地 
南条 
ようこそ～武生中央公園～ 
滋賀県守山市の紹介 
緑あふれる西山公園 
鯖江市の紹介 
我が家の近所 
田舎に泊まってみよう 
つゆだく Tsuruga 
地元の越前市 
鷹巣の紹介 
バッチ来い敦賀 
福井市のこと 
越前市の紹介 
いまだて 
敦賀ＤＥ一日体験 
地域の紹介 卸売市場・越鉄・ワイプラザ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
